
最近の行政の動き

石油コンビナート等防災体制検討会
（石油コンビナートにおける事故に関する検討）
報告書について 消防庁特殊災害室

１　はじめに
　石油コンビナート等特別防災区域（以下「石油コンビナート」という。）における事故件数は近年増加傾向にあり、事故件

数の増加には重大事故の発生につながる危険が潜んでいることから、これまで以上に積極的に事故防止に取り組んでいく

ことが求められています。一方で、消防庁の保有する事故データの分析の結果、近年特に増加傾向が顕著である漏えい事

故については、多くは小規模な事故であり、重大事故につながる前に小規模なものにとどめるための事業者の取り組みが

功を奏していると考えられます。

　このような状況を踏まえ、令和５年度から「石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関す

る検討）」を開催し、事故データから発生状況を分析するとともに、効果的な対策や取組みを調査し、重大な事故につなげ

ないよう事故の発生を防止する方策及び事故が発生したとしても被害を軽減するための方策を検討し、報告書を取りまと

めました。

　そこで本検討会の内容及びその検討結果について概要をご紹介します。

２　検討会の開催状況

３　委員名簿
 ⑴ 　委員

４　検討結果
 【検討結果①　事故を防止する方策】
 「石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防止の手引き」の作成
　消防庁が保有する石油コンビナートにおける事故データに基づき過去５年間に発生した爆発、火災、漏えい事故等の合

計1,000件を超える事故事例を分類分けした上で、事故防止のためのポイント等を示した新たな資料です。各事業所の安

全管理部門向けに作成していますが、安全管理部門を通じて、現場監督者など現場サイドに展開され活用されるよう、具

体的な対策事例などはイラストを活用して分かりやすくまとめ、そのまま現場の教育に活用できるようにしました。

（手引きの特色）

・事故事例は、事業者の一連の業務である「設計」「施工」「維持管理」の場面ごとに分類しています。

・各場面ごとに分類された事故事例は、爆発、火災、漏えいの3種類の災害種別、更には石油コンビナートを構成する業態

（石油製品等製造業の他３業態）ごとに分類し、事故防止のための配慮事項を示しています。

・事故事例を踏まえた事故防止のポイントを挙げるとともに、多く発生している事故形態を複数選び、イラストを付けて具

体的な対策事例を示しています。

・事業所における事故防止のための取組み事例をコラムとして紹介しています。
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令和５年度　石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関する検討）（第１回）

重大事故防止について検討方策の決定

（事故を防止する方策・事故発生時の被害を軽減する方策）

令和５年度　石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関する検討）（第２回）

石油コンビナート等における事故防止の手引き（案）の検討

令和６年度　石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関する検討）（第３回）

小規模漏えい事案の活動要領等を取りまとめ、既存テキスト等の改訂を検討

最終報告書



１　はじめに
　石油コンビナート等特別防災区域（以下「石油コンビナート」という。）における事故件数は近年増加傾向にあり、事故件

数の増加には重大事故の発生につながる危険が潜んでいることから、これまで以上に積極的に事故防止に取り組んでいく

ことが求められています。一方で、消防庁の保有する事故データの分析の結果、近年特に増加傾向が顕著である漏えい事

故については、多くは小規模な事故であり、重大事故につながる前に小規模なものにとどめるための事業者の取り組みが

功を奏していると考えられます。

　このような状況を踏まえ、令和５年度から「石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関す

る検討）」を開催し、事故データから発生状況を分析するとともに、効果的な対策や取組みを調査し、重大な事故につなげ

ないよう事故の発生を防止する方策及び事故が発生したとしても被害を軽減するための方策を検討し、報告書を取りまと

めました。

　そこで本検討会の内容及びその検討結果について概要をご紹介します。

２　検討会の開催状況

３　委員名簿
 ⑴ 　委員

石油コンビナート等防災体制検討会
（石油コンビナートにおける事故に関する検討）報告書について

消防庁特殊災害室

４　検討結果
 【検討結果①　事故を防止する方策】
 「石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防止の手引き」の作成
　消防庁が保有する石油コンビナートにおける事故データに基づき過去５年間に発生した爆発、火災、漏えい事故等の合

計1,000件を超える事故事例を分類分けした上で、事故防止のためのポイント等を示した新たな資料です。各事業所の安

全管理部門向けに作成していますが、安全管理部門を通じて、現場監督者など現場サイドに展開され活用されるよう、具

体的な対策事例などはイラストを活用して分かりやすくまとめ、そのまま現場の教育に活用できるようにしました。

（手引きの特色）

・事故事例は、事業者の一連の業務である「設計」「施工」「維持管理」の場面ごとに分類しています。

・各場面ごとに分類された事故事例は、爆発、火災、漏えいの3種類の災害種別、更には石油コンビナートを構成する業態

（石油製品等製造業の他３業態）ごとに分類し、事故防止のための配慮事項を示しています。

・事故事例を踏まえた事故防止のポイントを挙げるとともに、多く発生している事故形態を複数選び、イラストを付けて具

体的な対策事例を示しています。

・事業所における事故防止のための取組み事例をコラムとして紹介しています。
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（敬称略、五十音順（座長・座長代理を除く））

⑵　オブザーバー



１　はじめに
　石油コンビナート等特別防災区域（以下「石油コンビナート」という。）における事故件数は近年増加傾向にあり、事故件

数の増加には重大事故の発生につながる危険が潜んでいることから、これまで以上に積極的に事故防止に取り組んでいく

ことが求められています。一方で、消防庁の保有する事故データの分析の結果、近年特に増加傾向が顕著である漏えい事

故については、多くは小規模な事故であり、重大事故につながる前に小規模なものにとどめるための事業者の取り組みが

功を奏していると考えられます。

　このような状況を踏まえ、令和５年度から「石油コンビナート等防災体制検討会（石油コンビナートにおける事故に関す

る検討）」を開催し、事故データから発生状況を分析するとともに、効果的な対策や取組みを調査し、重大な事故につなげ

ないよう事故の発生を防止する方策及び事故が発生したとしても被害を軽減するための方策を検討し、報告書を取りまと

めました。

　そこで本検討会の内容及びその検討結果について概要をご紹介します。

２　検討会の開催状況

３　委員名簿
 ⑴ 　委員

【場面ごとに分類された事故事例から一例を抜粋】※施工面・漏えい事故・化学工業

４　検討結果
 【検討結果①　事故を防止する方策】
 「石油コンビナートにおける事故分析を踏まえた事故防止の手引き」の作成
　消防庁が保有する石油コンビナートにおける事故データに基づき過去５年間に発生した爆発、火災、漏えい事故等の合

計1,000件を超える事故事例を分類分けした上で、事故防止のためのポイント等を示した新たな資料です。各事業所の安

全管理部門向けに作成していますが、安全管理部門を通じて、現場監督者など現場サイドに展開され活用されるよう、具

体的な対策事例などはイラストを活用して分かりやすくまとめ、そのまま現場の教育に活用できるようにしました。

（手引きの特色）

・事故事例は、事業者の一連の業務である「設計」「施工」「維持管理」の場面ごとに分類しています。

・各場面ごとに分類された事故事例は、爆発、火災、漏えいの3種類の災害種別、更には石油コンビナートを構成する業態

（石油製品等製造業の他３業態）ごとに分類し、事故防止のための配慮事項を示しています。

・事故事例を踏まえた事故防止のポイントを挙げるとともに、多く発生している事故形態を複数選び、イラストを付けて具

体的な対策事例を示しています。

・事業所における事故防止のための取組み事例をコラムとして紹介しています。
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【事故防止の具体的対策事例から一例を抜粋】

石油コンビナート等防災体制検討会
（石油コンビナートにおける事故に関する検討）報告書について

消防庁特殊災害室



 【検討結果②　被害を軽減する方策】
　小規模漏えい事案の活動要領を作成
　漏洩事故の件数は、施設の老朽化等により増加傾向にあり、引き続き事故を発生させないよう取り組む一方で、事故が

発生したとしても被害を軽減させる取り組みを効果的に講じることも重要です。

　漏えい事案を小規模なものにとどめるための効果的な活動方法について事業所調査を踏まえ、活動要領として新たに作

成し、既存の「自衛防災組織等の防災活動の手引き」及び「自衛防災組織等の防災要員のための標準的な教育テキスト」

へ追加し改定することで、事業者の自衛防災組織等の関係者に広く共有を図ります。

　　　　

○小規模漏えい事案の活動要領の主な項目

　　写真等を交えて活動フェーズごとに整理

　［活動フェーズ］

　　⑴　早期覚知

　　　・点検やパトロールにおけるポイント

　　　・検知機器の例

　　⑵　早期通報

　　⑶　被害軽減措置

　　　・装置の緊急停止　　　　

　　　・配管等の縁切り

　　　・オイルパンによる漏えい拡大防止

　　　・応急用固定バンド等による応急補修　

　　　・ガス吸引設備による回収

　　　・オイルフェンスの展張　

　　　・施設外への漏えい防止

　　⑷　出火防止措置

　　　・散水による拡散防止　　

　　　・窒素置換による引火防止
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「新技術を活用した屋外貯蔵タンクの効果的な
予防保全に関する調査検討報告書」の概要

消防庁危険物保安室

小規模漏えい事案の活動要領から一部を抜粋

38

ISSN 2433－8214

216216

５　おわりに
　本検討会の報告書や作成した手引きにつきましては、消防庁ホームページにて公表していますので、以下のURLをご確

認ください。

　石油コンビナートの各事業所において事業活動を行う中で、これらの手引き等を活用していただくことで、１件でも事故

の発生を防ぎ、万が一事故が発生した場合には的確に災害対応を実施し、被害の拡大防止に資することが期待されます。

　今後とも、消防庁では石油コンビナートにおける事故防止の推進に取り組んでまいります。

消防庁ホームページ　⇒　https://www.fdma.go.jp/singi_kento/kento/post-157.html


